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  （百万円未満切捨て）

１．平成26年12月期第２四半期の業績（平成26年１月１日～平成26年６月30日） 
（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年12月期第２四半期 3,254 3.4 230 △67.9 223 △68.9 129 △70.8 

25年12月期第２四半期 3,146 - 718 - 718 - 442 - 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年12月期第２四半期 18.72 17.86 

25年12月期第２四半期 83.95 66.22 

（注）１．当社は、第２四半期の業績開示を前事業年度より行っているため、平成25年度12月期第２四半期の増減率につ
     いては記載しておりません。 
   ２．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当
     該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定
     しております。 
 
（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年12月期第２四半期 3,521 2,973 84.4 428.86 

25年12月期 4,022 2,994 74.4 432.82 
 
（参考）自己資本 26年12月期第２四半期 2,973 百万円   25年12月期 2,994 百万円 
（注）当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株
   式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年12月期 - 0.00 - 22.00 22.00 

26年12月期 - 0.00      

26年12月期（予想）     - - - 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

   平成26年12月期の配当予想につきましては、現在未定であります。 
   平成25年12月期期末配当金の内訳 普通配当18円00銭 記念配当４円00銭 
 
３．平成26年12月期の業績予想（平成26年１月１日～平成26年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 6,500 △1.9 0 - 0 - 0 - - 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（２）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年12月期２Ｑ 6,932,640 株 25年12月期 6,918,720 株 

②  期末自己株式数 26年12月期２Ｑ - 株 25年12月期 - 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期２Ｑ 6,922,314 株 25年12月期２Ｑ 5,276,122 株 

（注）当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に 

   当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行株式数（自己株式を含む）、期末自己株式数及び期中平均株式 

   数（四半期累計）を算定しております。 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 

 当社は、平成26年７月31日（木）に機関投資家・証券アナリスト向け説明会を開催する予定です。 

 この説明会で配布する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間における我が国経済は、政府の経済政策への期待感から株式市場は上昇傾向、為替市場は

円安傾向と一定の回復の兆しを見せ始めたものの、消費税率引き上げによる影響等、依然として先行きが不透明な

状況が続いております。

 当社の事業領域である、ソーシャルアプリ事業を取り巻く環境につきましては、引き続きスマートフォンの契約

数は順調に推移しており、また国内ソーシャルゲーム市場についても成長率の鈍化はみられるものの、ネイティブ

アプリケーション（注１）を中心に今後も拡大していく見通しであります。

 このような事業環境の中、当社では当第２四半期累計期間においては既存タイトルの売上高が想定以上に落ち込

み、厳しい状況で推移いたしました。しかしながら、平成26年５月に「ぼくのレストラン３」、平成26年６月に

「バハムートクライシス」をリリースしました。これらのタイトルは計画通りユーザー数が拡大しており、今後の

収益寄与が期待されます。当事業年度にはさらにネイティブアプリケーション１タイトルのリリースを予定してお

ります。

 また、国内だけでなく中国、韓国での展開を進めるために、開発・配信体制の構築に努め、グローバル展開によ

る収益拡大を目指してまいります。

 さらに、ゲーミフィケーション（注２）を活用したキャラクターアイテムの提供やO to O（注３）プロモーショ

ン活動も引き続き進めております。

 この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高は3,254百万円（前年同四半期比3.4％の増加）、営業利益は

230百万円（前年同四半期比67.9％の減少）、経常利益は223百万円（前年同四半期比68.9％の減少）、四半期純利

益は129百万円（前年同四半期比70.8％の減少）となっております。

（注）１．ネイティブアプリケーションとは、特定のコンピューターの機種やOS上で直接実行可能なプログラムで

     構成されたアプリケーションソフトウェアのことをいいます。

   ２．ゲーミフィケーションとは、ゲーム制作でのユーザーを楽しませるノウハウをゲーム以外に用いて、

     ユーザーの購買意欲や満足度を高めることをいいます。

   ３．O to Oとは、Online To Offlineの略でゲームにおけるユーザーのモチベーションやロイヤリティを利

     用して、実店舗における購買活動に結びつけ、実店舗の集客支援につなげる仕組みをいいます。

 

（２）財政状態に関する説明

  ①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期会計期間末の流動資産につきましては、前事業年度末に比べて714百万円減少し、2,808百万円とな

りました。これは主に、未払法人税等の支払い、有形固定資産の取得による支出による現金及び預金の減少（前事

業年度末比718百万円の減少）によるものであります。固定資産につきましては、前事業年度末に比べて213百万円

増加し、713百万円となりました。これは主に、本社の移転に伴う有形固定資産の増加（前事業年度末比136百万円

の増加）によるものであります。

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べ501百万円減少し、3,521百万円となりました。

（負債）

 当第２四半期会計期間末の流動負債につきましては、前事業年度末に比べて502百万円減少し、483百万円となり

ました。これは主に、未払法人税等の支払いによる減少（前事業年度末比308百万円の減少）、未払金の支払い等

による流動負債のその他の減少（前事業年度末比191百万円の減少）によるものであります。固定負債につきまし

ては、前事業年度末に比べて22百万円増加し、64百万円となりました。これは、資産除去債務の増加によるもので

あります。

 この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ479百万円減少し、548百万円となりました。

（純資産）

 当第２四半期会計期間末の純資産につきましては、前事業年度末に比べて21百万円減少し、2,973百万円となり

ました。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加（前事業年度末比129百万円の増加）があった

一方で、配当金の支払いによる利益剰余金の減少（前事業年度末比152百万円の減少）によるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、1,740百万円とな

りました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において営業活動により使用した資金は、271百万円となりました。これは主に、税引前

四半期純利益221百万円の計上、売上債権の減少122百万円があった一方で、法人税等の支払額419百万円、未払金

の減少138百万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において投資活動により使用した資金は、322百万円となりました。これは主に、本社の

移転に伴う有形固定資産の取得による支出200百万円、長期貸付けによる支出152百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において財務活動により使用した資金は、124百万円となりました。これは主に、配当金

の支払いによる支出125百万円によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第２四半期会計期間において、既存タイトル（ブラウザアプリ）における売上高が想定以上に落ち込み、一方

新規タイトル（ネイティブアプリ）のリリースが遅延したことにより、売上高は前回予想を下回る見込みとなりま

した。既存タイトルにおいて、当社の得意とするシミュレーションゲームは想定の範囲で推移したものの、カード

バトルゲーム「ドラゴンタクティクス」及び「魁!!男塾～連合大闘争編～」の売上高が前回予想を下回り大きく減

少したことが主な要因となっております。

 また利益面につきましては、広告宣伝費の抑制等コストコントロールを行いましたが、売上高の前回予想以上の

減少により、利益に関しても前回予想を下回る見込みとなりました。

 通期見通しにつきましては、第２四半期累計期間の結果を踏まえ、既存タイトルについては、運営体制の強化を

行い収益の向上を目指してまいりますが、引き続き漸減傾向が継続するものとして試算しています。

 今後の新規タイトルについては、新規タイトルのマーケットで競合状況、ゲームの機能面検証をより精緻に行

い、確実にユーザーの支持が得られるよう、十分な検証を行ったうえでリリースする方針とし、第３四半期以降の

今年度の新規タイトル投入を従来予定の３タイトルから、１タイトルに絞り込んで行うものとして想定しました。

この結果、通期売上高は前回予想を下回る予想といたしました。

 また通期利益につきましても、引き続きコストコントロールを効果的に実施する予定ですが、売上高の減少を加

味し、前回予想を下回る予想といたしました。

 以上を踏まえた平成26年12月期の業績予想につきましては、平成26年７月18日の「業績予想の修正に関するお知

らせ」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。

 

通期業績見通し（平成26年１月１日～平成26年12月31日） 

売上高      6,500百万円（前事業年度比1.9％の減少） 

営業利益       0百万円 

経常利益       0百万円 

当期純利益      0百万円 
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成25年12月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,458,501 1,740,015 

売掛金 811,031 688,390 

その他 253,154 379,785 

流動資産合計 3,522,688 2,808,191 

固定資産    

有形固定資産 121,937 258,184 

無形固定資産 24,668 21,266 

投資その他の資産 353,291 433,551 

固定資産合計 499,898 713,002 

資産合計 4,022,586 3,521,194 

負債の部    

流動負債    

買掛金 115,544 112,371 

未払法人税等 419,838 111,382 

その他 450,916 259,752 

流動負債合計 986,299 483,505 

固定負債    

資産除去債務 41,706 64,528 

固定負債合計 41,706 64,528 

負債合計 1,028,006 548,034 

純資産の部    

株主資本    

資本金 864,938 865,558 

資本剰余金 863,938 864,558 

利益剰余金 1,265,702 1,243,043 

株主資本合計 2,994,580 2,973,160 

純資産合計 2,994,580 2,973,160 

負債純資産合計 4,022,586 3,521,194 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 3,146,883 3,254,402 

売上原価 1,968,477 2,433,212 

売上総利益 1,178,405 821,189 

販売費及び一般管理費 459,590 590,577 

営業利益 718,815 230,612 

営業外収益    

受取利息 51 152 

営業外収益合計 51 152 

営業外費用    

為替差損 444 7,407 

営業外費用合計 444 7,407 

経常利益 718,423 223,357 

特別損失    

固定資産除却損 - 1,788 

特別損失合計 - 1,788 

税引前四半期純利益 718,423 221,569 

法人税、住民税及び事業税 330,536 106,000 

法人税等調整額 △55,044 △13,984 

法人税等合計 275,491 92,016 

四半期純利益 442,931 129,552 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 718,423 221,569 

減価償却費 6,419 24,410 

受取利息及び受取配当金 △51 △152 

固定資産除却損 - 1,788 

売上債権の増減額（△は増加） 52,988 122,641 

その他の資産の増減額（△は増加） 901 △88,506 

仕入債務の増減額（△は減少） 8,000 △3,173 

未払金の増減額（△は減少） △94,669 △138,450 

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,737 △23,668 

その他の負債の増減額（△は減少） △21,653 31,858 

小計 667,620 148,315 

利息及び配当金の受取額 51 152 

法人税等の支払額 △183,513 △419,869 

営業活動によるキャッシュ・フロー 484,159 △271,400 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △8,747 △200,078 

無形固定資産の取得による支出 △7,765 △7,995 

資産除去債務の履行による支出 - △10,088 

長期貸付けによる支出 - △152,924 

敷金及び保証金の差入による支出 △12,092 △5,358 

敷金及び保証金の回収による収入 - 53,883 

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,604 △322,561 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

新株予約権の行使による株式の発行による収入 374 1,239 

配当金の支払額 △72,394 △125,762 

財務活動によるキャッシュ・フロー △72,020 △124,523 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 383,533 △718,485 

現金及び現金同等物の期首残高 708,976 2,458,501 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,092,510 1,740,015 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社は、ソーシャルアプリ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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